
〔教職員対象〕
　　評価基準　Ｓ：十分に達成できた。（全く問題はない）
　　　　　　　Ａ：ほぼ達成できた。（特に問題はない）
　　　　　　　Ｂ：あまり達成できなかった。（問題点を整理する必要がある。）
　　　　　　　Ｃ：達成できなかった。（改善・工夫が必要である。）　　

Ａ以上【％】

(人数)

【％】 19% 70% 11% 0% 89%

(人数) 25 90 14 0 129

【％】 9% 76% 14% 1% 85%

(人数) 12 98 18 1 129

【％】 14% 72% 14% 0% 86%

(人数) 18 93 18 0 129

【％】 14% 73% 13% 0% 87%

(人数) 18 94 17 0 129

【％】 8% 49% 38% 5% 57%

(人数) 10 63 49 7 129

【％】 9% 61% 29% 1% 71%

(人数) 12 79 37 1 129

【％】 15% 71% 12% 2% 86%

(人数) 19 92 15 3 129

【％】 20% 56% 22% 2% 76%

(人数) 26 72 28 3 129

【％】 19% 77% 5% 0% 95%

(人数) 24 99 6 0 129

組
織
運
営

5
教職員の心身の健康について環境が整備されてい
たか。

6
自由に議論でき、協力して指導に当たることがで
きる職場であったか。

7
自分の特性が生かされた人事・校務分掌で、意欲
的に仕事に取り組めたか。

8
管理職は現場の課題解決に適切に取り組んでいた
か。

9
情報セキュリティー実施手順に基づき、個人情報
等の管理を適切に行うことができたか。

教
育

方
針 1

「本校の教育方針」は適切であるか。
　＜本校の教育方針は裏面に記載＞

経
営
の
重
点
目
標

2
「特別支援教育の専門性の向上」に向けて学校全体
で取り組むことができたか。

3
「ICT教育の充実」に向けて学校全体で取り組むこと
ができたか。

4
「人権感覚を磨く」について学校全体で取り組むこ
とができたか。
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